
  

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

補充問題  塾技 67 低気圧と高気圧 

問題 

（千葉県） 



  

 

 

     

（1）図 1の A付近は周りより気圧が高いため，高気圧が発生していると考えられる。高気圧の中心で

は，風が時計回りに吹き出し，上空からは地表に向かって下降気流が生じる。さらに，下降気流

が生じるところでは雲ができにくいので，最も適当な符号はイとわかる。 
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（2）「塾技 67  」より，風は等圧線の間隔が狭い（気圧傾度が大きい p201参照）ほど強く吹くので，

①の地点が最も風が強いと考えられる。 

 地点：① 

 理由：風は等圧線の間隔が狭い所ほど強く吹くから。 

 

 

 

（3）P－Qが横切っている前線は寒冷前線である。寒冷前線は，寒気が暖気の下にもぐり込み，暖気を

押し上げながら進んでいく。暖気と寒気が接している境界面が前線面，前線面と地表面が交わる

ところにできるのが前線である。 

  

 

 

 

 

（4）図 2より，低気圧 Bの中心が久米島を通過したのは，気圧が最も低い午前 7時頃とわかる。その

後，低気圧 Bは，約 23時間で 1500km進んでいるので，Bの中心が久米島から八丈島まで移動し

た速さは，   = 65.2 … → 65km／時と求められる。 
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塾技 67  補充問題 解答・解説 
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